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鉱物資源マテリアルフロー 2024  1.銅 (Cu) 

銅 Cu 

【用途】 電線、伸銅品として様々な分野で利用 

  銅は高い導電性、熱伝導性を持ち、安価で加工性が良いこ

とから主に電線もしくは伸銅品として様々な産業分野で多用さ

れている。高い導電性は、電線、自動車のワイヤーハーネ

ス、半導体の IC リードフレーム、電気機器のコネクタ、配電盤

などに利用されている。また、熱伝導性が高いことから、エア

コンの熱交換器、電気温水器、蒸留釜、ガス湯沸かし器など

に用いられている。 

【特性】 

・導電性、熱伝導性が高い 

・展性延性が高く加工性に優れる 

・比較的耐腐食性がある 

・銅は錆びると緑青色の緑青（塩基性

炭酸銅、塩基性塩化銅など）に変化

する 

【資源国と消費国】  

［国名、構成比（％）］（数値は純分ベース、2023 年世界計） 出典：USGS2024、 ICSG2024 

国別銅埋蔵量（合計 1,000,000 千ｔ） 

 

国別銅鉱石生産量（合計 22,367 千ｔ） 

 

国別銅地金生産量（合計 26,503 千 t） 

 

国別銅地金消費量（合計 26,556 千 t） 

 

【世界の主要銅鉱石生産国】生産国名、国別生産量（千 t、2023 年間値）、出典：ICSG2024 
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【LME 価格の推移】銅（Cu）  

 

【貿易概況】（数値は純分ベース） 出典：ICSG2024、財務省貿易統計、Global Trade Atlas、日本鉱業協会「鉱山」 

■世界 

銅鉱石主要輸出国 

（2023 年合計 12,593 千 t） 

 

銅地金主要輸出国 

（2023 年合計 9,039 千 t）

 

銅地金主要輸入国 

（2023 年合計 9,723 千 t） 

 

■日本 

銅鉱石主要輸入相手国 

（2023 年合計 1,214 千 t） 

 

銅地金主要輸出相手国 
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1.特性・用途 

銅の特徴として、銀の次に高い電気伝導性、熱伝導性を持つこと、展延性が高く加工が容易であること、

耐食性が良いこと、美しい光沢を持っていること、多様な金属との合金となることによって優れた特性を示

すこと等が挙げられる。 

銅は単体金属として産出されることはまれであり、主に黄銅鉱（CuFeS2）、輝銅鉱（Cu2S）、孔雀石

（Cu2CO3(OH)）、赤銅鉱（Cu2O）といった硫化鉱物若しくは酸化鉱物として産出される。 

硫化鉱物として銅鉱石が産出された場合、選鉱後の銅精鉱を自熔炉及び転炉で酸素を用いて、粗銅を

生産した後、硫酸銅溶液の中で粗銅を陽極として電気分解して陰極に純度の高い電気銅を製造する（乾

式製錬法）。酸化鉱物の場合、SxEw（Solvent Extraction - Electro Winning）法によって電気銅を製造する

（湿式製錬法）。SxEw法は硫酸銅溶液を対象に溶媒抽出により濃縮した後、電気分解により陰極に銅を

析出させる方法である。 

銅の主要用途は、電線と伸銅品である。 

銅はその高い導電性から電線の小型化が容易であるため、銅の電線は様々な産業分野で利用され、

電力分野での架空送電線や地中送電線、通信分野での各種ケーブル、電気機械・電気電子分野での電

気配線、自動車・輸送分野での自動車用ワイヤーハーネスや鉄道用のトロリ線や車両用電線、船舶用電

線等また建設分野の引き込み用電線や屋内の電気配線等がある。近年、自動車の電動化（電気自動車

（以下、EV）、ハイブリッド車）に加えて自動車内の電装品の増加によって、電線の需要が増加している。

データセンターの建設に伴う需要も将来的に伸びる。 

また、高い導電性を生かして、半導体のICリードフレーム、電気機器のコネクタ、発電機、変圧器、配電

盤などに伸銅品が多く使用されている。最近では、EV等で使用されるリチウムイオン電池（以下、LIB）の

負極の集電体にも使用されている。なお、伸銅品は、銅、銅に亜鉛を加えた黄銅、錫を加えリンを添加し

たリン青銅、ニッケル及び亜鉛を加えた洋白などの銅合金を溶解、鋳造、圧延、引抜き、鍛造などの熱間

又は冷間の塑性加工によって板、条、管、棒、線状に加工した製品の総称である。          

加えて、優れた熱伝導性を持つことから、ルームエアコン、除湿器、空気清浄器、電気冷蔵庫、電子レ

ンジ、電気温水器などに使用される熱交換器、蒸留釜、ガス湯沸器などにも伸銅品が用いられている。さ

らに、展延性に富む特徴から、電球の口金や、半導体のリードフレーム、銅鍋等の調理器具や洋食器な

どの日用品や家庭用品にも使われている。その他にも、銅は耐食性が高く、美しい光沢をもつことから、

古くから屋根や樋などの建築材料から様々な器物として使用されてきたほか、近代建築においてもビル

ディング外装や玄関や内部の壁、手すり、階段の滑り止め金具などにも使用されている。 

また、近年は銅の殺菌作用が認知され、新しく医療や衛生分野への需要も広がりつつある。 
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2.需給動向 

2-1.世界の需給動向 

 

表 2-1 世界の銅需給 
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図 2-1-1 世界の銅需給 

 

 

図 2-1-2 世界の銅鉱石生産量 
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2-2.国内の需給動向 

2-2-1.需給動向 

 

表 2-2-1 電気銅の国内需給 

 

 

 
図 2-2-1 電気銅の国内需給 
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2-2-2. 電線・伸銅品 

 

表 2-2-2 国内電線・伸銅品の分野別需要動向 
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図 2-2-2-1 電線の分野別出荷数量（内需） 

 

 

図 2-2-2-2 伸銅の分野別出荷数量（内需） 
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3.価格動向 

 

 

図 3 銅の LME 価格（月平均） 
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4.輸出入動向 

4-1.輸出入動向 

 

表 4-1 銅の輸出入数量 
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図 4-1-1 銅の輸入数量 

 

 

 

図 4-1-2 銅の輸出数量 
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4-2.輸出入相手国 

4-2-1.銅鉱石 

 

表 4-2-1 銅鉱石（銅精鉱）の輸入相手国 

 

 

 

図 4-2-1 銅鉱石（銅精鉱）の輸入相手国 
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4-2-2.電気銅 

 

表 4-2-2 電気銅の輸出入相手国 

 

 

 

図 4-2-2-1 電気銅の輸入相手国 
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図 4-2-2-2 電気銅の輸出相手国 
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4-3.輸出入価格 

 

表 4-3 銅の平均輸出入価格 

 

 

 
図 4-3-1 銅の平均輸入価格 
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図 4-3-2 銅の平均輸出価格 
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5.リサイクル 

 

リサイクル率 ＝（使用済み製品からのリサイクル量）/（見掛消費） 

見掛消費 ＝（電気銅国内生産）＋（電気銅の輸入）－（電気銅の輸出） 

※ 国内生産には使用済み製品等からのリサイクル量を含む。 

 

表 5 銅のリサイクル原料比率 
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銅のマテリアルフロー（2023 年） 

 


	銅　Cu
	1.特性・用途
	2.需給動向
	2-1.世界の需給動向
	2-2.国内の需給動向
	2-2-1.需給動向
	2-2-2. 電線・伸銅品


	3.価格動向
	4.輸出入動向
	4-1.輸出入動向
	4-2.輸出入相手国
	4-2-1.銅鉱石
	4-2-2.電気銅

	4-3.輸出入価格

	5.リサイクル
	銅のマテリアルフロー（2023年）

